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１ はじめに 
 
令和６年１月に発生した能登半島地震では、福祉避難所の開設が２割であったという調

査結果があり、福祉避難所への直接避難を促す国の方針や過去の大きな災害の教訓が生か
されているとは言い難い現状がみられます。このような現状の中、知的障がいや発達障が
いのある児童生徒が災害についての知識を深め、災害への対処能力を高めることが急務と
なっていると考えます。また、大規模災害が生じた時の学校としての対処能力については、
神崎町の福祉避難所に指定されているものの、開設訓練をしたことがなく、自治体と連携
した取り組みが急務となっています。このような課題に対して、災害に対処する児童生徒
の対処能力の育成と、ハード・ソフトの両面から、災害時に児童生徒の命を守る福祉避難
所の円滑な設置運営の準備を行うために、本研究を行うこととしました。 
 

 

２ 研究概要 
 

 
 
 
 
 
 
 
研
究 
概
要 
 
 
 
  
 
 

〇保護者、福祉関係者、行政へのアンケートを基に、香取圏域で作成された「医療的ケア
防災ハンドブック」や全知 P 連で作成した「安心手帳」とのつながりをもたせつつ、主
に知的障がいや発達障がいがある児童生徒と家庭のための「防災ハンドブック」を作成
する。 

・作成するにあたって、防災の専門家による講演を行い、知識を習得する機会を設ける。 
・また、被災地の学校の保護者と話せる場を設定し（状況によりオンラインミーティング）、
研鑽を深める。 

・加えて、北総地域の特別支援学校に直接訪問し、備蓄や PTA の防災の取組について視察
やヒアリングを行う。 

・学校や地域と連携した福祉避難所開設訓練を実施し（もう一つの福祉避難所：特別養護老人ホー
ムとの連携）、防災ハンドブックを用いて災害別の「個別の避難計画」を作成できるように
する。 

・完成したものは、学区の２市２町の特別支援学級等の在籍者にも配付し、地域の防災力
を高めるための一助となるようにする。また、「かとりん防災ガチャ」で啓発を図る。 

・児童生徒が学校待機となった場合の学校の備蓄確認を保護者の視点で行うとともに、学
校に宿泊することとなった場合に個人用の備蓄を行うことができる、「かとりん防災リ
ュック」の作成をする。 

・学校キャラクターの「かとりん」を使って、児童生徒自身も親しみながら作成に携われ
るようにする。また、学校のホームページを活用して、広く紹介をする。 
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３ 学校概要・学校安全計画 
 
（１）学校概要 
 
本校は「発酵の里 こうざき」を銘打つ神崎町にあり、江戸時代には利根川の水運により

栄え、肥沃な大地と豊かな水源、自然の恵みに満ちあふれた地域です。昭和５４年に創立
し、知的障害のある児童生徒を対象とした小学部、中学部、高等部からなる特別支援学校
です。令和６年５月１日現在の児童生徒数は、小学部１２学級４７名、中学部８学級３１
名、高等部８学級４３名、計２８学級１２１名であり、教職員数は９４名です。学区は千
葉県香取市（佐原地区、小見川地区）、千葉県成田市（下総地区、大栄地区）、千葉県香取
郡神崎町、東庄町の２市２町にまたがっています。 
本校の教育目標は、「『自立』を目指して自ら学び、豊かな心をもち、元気にたくましく

生きる子どもを育成する。児童生徒の人権を尊重し、一人ひとりに応じた教育を推進し、
豊かな人間性や社会性を育むことにより、『自立』し社会参加できる児童生徒を育成する」
と定めています。また学校経営の基本方針として、『児童生徒・教職員が輝く学校づくり』
とし、経営の重点の一つとして「安全安心な学校づくりのもと、教職員自らが人権意識を
高め、互いの人格を尊重するとともに、心身ともに健康で、自他の命を大切にする教育活
動に取り組むことのできる学校づくりを推進する」としています。 
東日本大震災では、地盤沈下等の影響により校舎に大きな損傷が生じました。また、洪

水ハザードマップでは、本校は浸水想定区域に入っており、そのために地震や火災を想定
した避難訓練に加え、水害を想定した垂直避難訓練も教育活動に取り入れています。 
 
（２）学校安全計画 
 
学校安全計画の基、社会に開かれた教育課程の実現に向けて、防災・安全教育を教科指

導におけるカリキュラム・マネジメントによって実践し、各教科、特別活動を中心とし
て、主に知的障害がある児童生徒１２１人の命を守る教育を推進していきたいと考えてい
ます。また、本校はこれまで知的障害教育における教科指導の在り方の実践研究に取り組
んできており、その研究成果を生かして小学部、中学部、高等部の全学部で、様々な分掌
で、大切な命を守るための実践に取り組んでいます。本校での安全教育は主に、生活安
全、交通安全、災害安全で構成されています。 
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（３）各教科における安全教育 
 
 主に小学部生活科（生活単元学習）、中学部社会科、高等部社会科、特別活動において実
施しています。教科指導においては、小学部生活科、中学部・高等部社会科１２年間を見
通した年間指導計画の全体像を作成し、３学部１２年間での系統的な指導を行っています。 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 小学部 生活科（生活単元学習）、特別活動（校外学習） 
 
横断歩道の学習 ヘルメットの着用学習 職業体験（命を助ける仕事） 

 

 

 
 

イ 安全 カ 役割 キ 手伝い・仕事 ケ きまり
コ 社会の仕組みと公共施設

小学部1年
小学部2年
小学部3年
小学部4年
小学部5年
小学部6年

交通ルール・公共施設や遊具の利用・食事
交通ルール・公共施設や遊具の利用・レストランの利用

交通ルール・公共交通機関や公共施設の利用
交通ルール・公共交通機関や公共施設の利用・宿泊施設の利用

小学部生活の関連する内容項目

主な学習内容学年 単元名
交通ルールの理解
交通ルール・公共施設や遊具の利用

『歩いて行こう』
『ゆめ牧場に行こう』
『ゆめ牧場に行こう』
『フリスポに行こう』
『佐原・小見川レッツゴー』

『修学旅行に行こう』

※高等部は「イ公共施設の役割と制度」「ウ我が国の国土の自然環境と国民生活」
　　　　　「オ我が国の国土の様子と国民生活，歴史」

４７都道府
県について
調べよう

千葉県内の
地域や文化

日本各地の
文化や歴史

外国の文化
を知ろう

暮らしに関
わる施設を
知ろう

災害から身
を守ろう

千葉県の自然
災害や防災対
策について知

ろう
日本の自然災
害や国の防災
対策について

知ろう

千葉県の産業
の歴史

情報化社会と
消費生活

高2

高3

選挙の仕組
みを知ろう

選挙の仕組
みを学ぼう

投票に行こう

ア社会参加ときまり イ公共施設と制度 エ産業と生活 オ我が国の地理や歴史 カ外国の様子ウ地域の安全

中1

中2

中3

高1

公共施設に
ついて～警
察編～

火災から身
を守ろう

学校がある
神崎町につ
いて知ろう

台風から自
分を守ろう

今と昔の生
活の違いを
知ろう

外国の文化
を知ろう

交通ルール
と道路標識

消防署の役
割と公共施

設

地震がおき
たらどうす

る？
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② 中学部 社会科、特別活動（校外学習） 
 
地域の防災マップ 交通標識等の学習 警察署の役割 

   
 
③ 高等部 職業科、特別活動 
 
移動交番体験 防犯教室 職業体験（命を助ける仕事） 

   

 
（４）特別活動における安全教育 交通安全教室、防災デイ 
 
交通安全教室 防災デイ（煙ハウス体験） 防災デイ（水消火器体験） 
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４ かとりん「防災ハンドブック」 
（１）概要 
 
 中学部社会科、高等部社会科の安全に関する指導に活用するために、令和６年度の指導
内容をまとめた、かとりん「防災ハンドブック」を作成しました。 
 

（２）防災ハンドブックの内容 
 

 

かとりん防災ハンドブック

香取特別支援学校

1

１，そなえる  かとりん 災害（さいがい）にそなえる や仕組み

防災（ぼうさ
い）リュック

避難所
（ひなんじ ）

避難場所
（ひなん
 し ）

 急地震 報
（きんき う

じしんそく う）
       

  避難施設
（つなみひなん
しせつ）

食べ や生活に
 要なものを入
れたリュック

 い地震が き
ることを知らせ
るもの

災害時に家のか
わりに生活でき
る場所

  から  る
ことができる安
全な場所

  （つなみ、川
のはんらん、がけ
く れ等）が い
てある地図

災害時に  る
ことができる安
全な場所

2

１，そなえる  かとりん 災害（さいがい）にそなえる や仕組み

防災（ぼうさ
い）リュック

避難所
（ひなんじ ）

避難場所
（ひなん
 し ）

 急地震 報
（きんき う

じしんそく う）
       

  避難施設
（つなみひなん
しせつ）

3

１，そなえる  かとりん ぼうさい リュックに入れるものをきめよう 

他に 要な を 入しよう

4

避難場所（ひなん し ）避難所（ひなんじ ）

命をまもるために、ひなんす
るところ

いっていきかん、生活するところとくち う

地震（じしん）にそなえる

洪水（すいがい）に
そなえる

がけ れ（がけく れ）に
そなえる

 くの避難所（ひなんじ ）をさがそう 

6

非常食（ひじ うし く）をたべてみよう 

    
 

      

    
 

      

    
 

      

    
 

      
  

   
 

   
 

や    

   
 

   
 

や    

   
 

   
 

や    

   
 

   
 

や    

   

     
 

      

     
 

      

     
 

      

     
 

      
 の 

5
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２，知る  かとりん きんき う 地震（じしん）そく う をきこう 

              

13

２，知る  かとりん ハザードマップを 見よう 

          

                   

14

3，に る  かとりん あ ない場所（ し ）を さがそう 

16

3，に る  かとりん   イクアウトこうどうを、やってみよう 

15

避難所（ひなんじ ）

食事をするために 要なもの

 るために 要なもの

生活を るために 要なもの

その他、 要なもの

避難所（ひなんじ ）には がある？

11

家 の行動自分の行動

地震が発生する 
地震発生 

 急地震 報が れる

 いゆれがおこる地震発生中

ゆれがおさまる
地震発生 

家が  で れない

マイ避難マ ュアル～地震編～  

12
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12
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かとりん個別
こべつ

避難
ひな ん

計画
けいかく

 基本
きほん

素材
そざ い

 

     ※必要
ひつよう

な内容
ないよう

を付け足して
つ  た   

いきましょう！！ 

●市町
しま ち

及び
およ  

地区
ち く

等名
とうめい

（ かとりん 市
し

 ） 作成
さくせい

日
び

：２０２５年
ねん

 ２月
がつ

１日
にち

 

ふりがな かとり たろう 性別
せいべつ

 本人
ほんにん

写真
しゃしん

（任意
に ん い

） 

氏名
し め い

 香取 太郎 男 
  

生年
せいねん

月日
が っ ぴ

 ２０１２年
ねん

    １月
がつ

     １日
にち

(    １３ 歳
さい

） 

住所
じゅうしょ

 千葉県香取郡神崎町大貫３８３－１３ 

電話
で ん わ

 自宅
じ た く

）0478-72-2911 携帯
けいたい

） 身長
しんちょう

１３５㎝ 体重
たいじゅう

３９㎏ 

E-mail
メ ー ル

 
 

katorin@katorinmail.com 血液型
けつえきがた

 O 型
かた

（ ＋ ）  

医療
いりょう

・服薬
ふくやく

 

 

 

〇疾患
しっかん

や障
しょう

がい名
めい

、かかりつけ医
い

など 

 知的障害、ぜんそく 
カトリ医院 神崎先生 

配慮
はいりょ

事項
じ こ う

 

 

 

〇意思
い し

伝達
でんたつ

 

 絵カードを使用して、やりたいことを伝えます。 
 伝えたい内容は、文字に いて見せてください。 

〇行動
こうどう

 

 大きな音が苦手で、耳をふさぐことがあります。 
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☑ 受入れ
う け い  

の確認
かくにん

及び
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５ PTA防災講話・非常食試食会 
 
 災害時の非常食の試食会を行いました。災害時には食器の管理が難しいため、使い捨て
の容器を使用するなどの工夫が 要でした。 

 

 

 

  

      
 災  ・      

         

       別        
1

                               

                                                
                                                
                                                
                             

                                                
                                                
      

                                                
                                                
                                                
                                                                                        
                                                                                                
                                                                  
                            

                                                                                        
                                                
                                                
                                                
       

                                                                              
                                                 
                                    3

 受   を め 
 でき ことには  が  
 か った に  つ のは、、

  ど たち  が
  で  か った   を 
    が   れています 
   め    は    れた でいい 
  いは そんなことは  しないでいい と 定す か

   が
  に ど の  を って  う
災害 要  者名   をす 個別避難計画を作成して  う
   等   ー        （  災害対 ・  対 ）
   が
 本地震の    の対応（    ル）
      の対応（お つ）

4

   地 の様子      
             
                    

    

5
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 風・  災害

     年  日本       市等の水害
   に、お  れ・ え れ避難でき    くり
 じて え   さ、 おねしょ  
 水  ・内水  

    年（    年）
 風   （風や  ）    （  ）    （  ）
市  別    にて、、、 

7

 子    が          と      
    と        
      の中 の     と   
               
              の    

    

8

   
      の  や  、   等の えがなかった、、 
   か  入をお いでき と、、 

     は、  で  うさい  ー   （ ル  ー
  等） の   
     の  災   では   の  をして たい 
 と   と べ れ  ど  、、 

9

       
     が  と       

   や  の   
   の  

   の  の  

   の     の  

   の                    の 
 が  と安 

10

         共 
        生   の  が       の  と   の    
              生            安全や   
                  の     と   

    の中              が      と      
  が              の  と    が       
 が            の       と    が     
   と             の  と    と       
     や   の      活   とと           
         2    地域        の    が   
                           と   と 
   と                              
               の   や 子           
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  と   と                     と    
       と  の                  と    
    やエ             と        

11

    の  の                 の        
    の     と        安全   の       の
                     

        が    の  の                 
  が  の                   生        
  の          

    の  や             が            
が         子          の   理       
    と                安   が        
  が子          とが                 
     が        のと        と     と  
    

12
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６ 防災デイ 
 
 令和７年１月３０日（木）に、「防災デイ」として煙ハウスの体験、水消火器での放水訓
練、段ボールベッド体験、暗闇での歩行体験と非常食の試食を行いました。非常食の試食
では、非常食用のパンやビスコ、ハイハイン、保存水の試食・試飲を行いました。 
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７ 福祉避難所開設訓練① 
 
 令和６年８月に、本校において福祉避難所開設訓練①を行いました。訓練内容は、本校
在籍児童生徒及び学区内に居住する、医療的ケアが 要な方に対して、災害時の個別避難
計画に基づく、本校へのダイレクト避難についての訓練を実施しました。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

（当日の様子が取材されました。以下は NHK のホームページです。） 
 
“災害の際 スムーズに避難を” 医療的ケア児の避難訓練 千葉“ 
<https://www3.nhk.or.jp/news/html/20240725/k10014523551000.html>  

千葉県立香取特別支援学校 福祉避難所開設訓練❶ 実施計画 

 

 目的： ❶個別避難計画に基づく医療的ケア児者の本校へのダイレクト避難を円滑に行う。 

         香取市：成人１名、児童１名生徒１名、成田市生徒１名 計４名 

       ❷関係機関との役割分担や課題を明確にする。 学校所在地：神崎町 

         香取市（当事者支援）、神崎町（家族の物資）、香取障害（全体の連絡調整）、東庄町、 

ドローン協会（避難路確認）、病院、訪問看護（当事者支援）、成田市、地域振興事務所など 

       ❸本校職員の役割分担を明確にし、マニュアル（福祉避難所開設協力計画）を見直す。 

       ❹在籍児童生徒が多く、学校からも距離が近い香取市との災害協定を進めるきっかけとする。 
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８ 福祉避難所開設訓練② 
 
令和６年８月に、本校において福祉避難所開設訓練②を行いました。訓練内容は災害時

に使用する段ボールベッド、パーティ ョンの設置訓練と、備蓄品の確認、福祉避難所開
設の机上訓練を実施しました。 

 

 
 
  
 
 
 

千葉県立香取特別支援学校 福祉避難所開設訓練❷ 実施計画 

 

１ 目的： ❶災害対応について、知識、意識、組織力を高める 

❷児童生徒が学校待機（宿泊）した際や児童生徒の家族が避難した際の対応について、シミュ 

レーションを行い、課題を明確にする（保護者や地域向けアンケートの検証）。 

❸事前：「福祉避難所開設協力計画」の実行性の確認。：「災害時ファースト・ミッ  

ション・ボックス（FMB）」や「アクションカード（行動マニュアル）」の検討。 

 

２ 想定 

① 9月のある日、台風８号が接近していたが、校長が判断を誤り、SBを運行させてしまった。 

午前 11：30、雨脚が予想より強くなり、冠水情報や土砂災害危険情報が入ってきた。 

SBの運行や保護者の迎えは危険を伴うという教訓から（R元台風）、児童生徒を待機・宿泊させ、 

迎えが大丈夫になった家庭から迎えを依頼することになった。 

・時系列に沿って（13：00、14：30、16：00、18：00、20：00）、生じる対応（子どもへの説明等）、

予想される混乱（子どものパニック等、教職員自身の家族等）、備え等について、視覚的に共有・議

論する。 

※管理職は、このような状態にならないために、学校が取るべき対応や基準について、検討する。 

② ９月のある日、学校は休校であったが、職員出勤後、線状降水帯が発生し、利根川水系に避難指示が

出された。利根川沿い居住の１０家族から避難要請があり、状況により２階へ移動することもある

ことを条件に受け入れることとなった。１０家族の内訳は、以下のとおりであり、その際、どのよ

うな対応が必要となるかについて、実際に物資等を確認しながら検討してください。 

   ・小学部４家族、中学部２家族（うち医ケア重複学級１家族）、高等部２家族 

卒業生１家族、大貫地区１家族 
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９ かとりん防災ガチャの作成 

 
PTA 活動の中で、千葉県生誕１５０周年事業として千葉県より提供された備品を使用

して、本校のマスコットキャラクター「かとりん」をモチーフにした、「かとりん防災ガチ
ャ」を作成しました。２種類のガチャを作成し、一つは「さすまたを使うかとりん」（写真
中央上）や「横断歩道を手を挙 て渡るかとりん」の図柄を入れたアクリルキーホルダー
を作成しました。もう一つは、「『ま 低く』『頭を守り』『動かない』の  イクアウト行
動をしているかとりん」（写真左下）を図柄にしたマグネット ート３枚を入れたものを作
成しました。 

PTA 厚生部役員と有志の方々で和気あいあいとした雰囲気の中、１００個以上のガチ
ャを作成し、本校の文化祭である「かよう祭」で販売し、大盛況で完売することができま
した。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
１０ かとりん防災リュックの作成 
 
 災害時に児童生徒が 要なものを学校に備えておくことができる
ように、「かとりん防災リュック」を作成しました。防災リュックの
中身については、他の特別支援学校の事例を参考にしながら PTA本
部役員で協議を行い、毛布やアルミ ートなどのすでに学校に備蓄
されている 品を確認し、不足している の中で児童生徒の一人一
人の ーズに応じた 品を選び、災害時に 要な を備えておくこ
ととしました。  
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１１ 福祉防災講演会 
  

千葉県立香取特別支援学校           

福祉防災講演会 

～福祉避難所の現状と課題～ 

講講師師：：鍵鍵屋屋
か ぎ や

  一一
はじめ

  氏氏  
跡跡見見学学園園女女子子大大学学教教授授  （（一一社社））福福祉祉防防災災ココミミュュニニテティィ協協会会代代表表理理事事  

※本講演会は、「全国特別支援学校知的障害教育校 PTA連合会調査研究事業」 

「学校を核とした県内 1000か所ミニ集会」により実施します。 

令和６年８月２２日（木） 

午前１０時～１１時３０分（受付９：３０～） 

千葉県立香取特別支援学校 食堂 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

申込はこちらから ※８／９まで 

 

 

無料です 
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１２ 学校訪問 
 

（１）学校訪問の内容 
 

福島県立大笹生支援学校    令和６年１２月１９日（木） 
震災遺構 浪江町立請戸小学校 令和６年１２月１９日（木） 
日立市立日立特別支援学校   令和６年１２月２０日（金） 
 
（２）福島県立大笹生支援学校 視察報告 
 

訪問日：令和６年１２月１９日（木） 
目 的：東日本大震災で大きな被害を受けた地域の
現状を見聞きし、知識や意識をつなぐことで、地域や
学校の安全及び防災力を高め、いつか来る大きな災
害に備える。 
 
※いただいた資料より抜粋します。 
〇学校安全計画について 
学校行事：避難訓練に加えて、保護者と連携し、 急時引き渡し訓練を実施している。 

〇放射線の理解や原子力災害等について、小学部段階から学習をしている。 
 小学部５・６年：合わせた指導（生活、国語、算数） 
         東日本大震災、原発事故、放射能について理解する。 
         放射線測定について知る など。 
 中学部２年：放射線と災害から暮らしを守る。（社会、理科） 
 高等部３年：防災についての調べ学習や体験学習を実施している。（総合的な探究の時間） 
      ・ 震車体験を行い、災害を身 に感じる中で自分たちにできる防災を考え

る。 
      ・福島市水道局の出 講座を受けることで、生きるための水の 要性や水に

関する災害対策を考える。 
      ・福島市 機管理室の出 講座を受けることで、災害時に生きる知識や知恵

を身に付け、主体的に行動する力を身に付ける（「ぼうさい体験パッケージ」
として、テント設営体験やアルファ米の試食を行う）。 

      ・（株）明治による講話を通して、SDGsについての理解を深め防災について
より深く考える。 
・学習旅行として、宮城県松島町・名取市を訪れ、東日本大震災の 録や復
興の様子に触れる。 
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１２ 学校訪問 
 

（１）学校訪問の内容 
 

福島県立大笹生支援学校    令和６年１２月１９日（木） 
震災遺構 浪江町立請戸小学校 令和６年１２月１９日（木） 
日立市立日立特別支援学校   令和６年１２月２０日（金） 
 
（２）福島県立大笹生支援学校 視察報告 
 

訪問日：令和６年１２月１９日（木） 
目 的：東日本大震災で大きな被害を受けた地域の
現状を見聞きし、知識や意識をつなぐことで、地域や
学校の安全及び防災力を高め、いつか来る大きな災
害に備える。 
 
※いただいた資料より抜粋します。 
〇学校安全計画について 
学校行事：避難訓練に加えて、保護者と連携し、 急時引き渡し訓練を実施している。 

〇放射線の理解や原子力災害等について、小学部段階から学習をしている。 
 小学部５・６年：合わせた指導（生活、国語、算数） 
         東日本大震災、原発事故、放射能について理解する。 
         放射線測定について知る など。 
 中学部２年：放射線と災害から暮らしを守る。（社会、理科） 
 高等部３年：防災についての調べ学習や体験学習を実施している。（総合的な探究の時間） 
      ・ 震車体験を行い、災害を身 に感じる中で自分たちにできる防災を考え

る。 
      ・福島市水道局の出 講座を受けることで、生きるための水の 要性や水に

関する災害対策を考える。 
      ・福島市 機管理室の出 講座を受けることで、災害時に生きる知識や知恵

を身に付け、主体的に行動する力を身に付ける（「ぼうさい体験パッケージ」
として、テント設営体験やアルファ米の試食を行う）。 

      ・（株）明治による講話を通して、SDGsについての理解を深め防災について
より深く考える。 
・学習旅行として、宮城県松島町・名取市を訪れ、東日本大震災の 録や復
興の様子に触れる。 
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〇学校安全管理委員会 
 目標：（１）学校における種々の  を事 に予測し、対応体制の検証を図りながら、  

機管理マ ュアルの整備を行う。 
     （２）種々の災害を想定した訓練や研修を実施し、児童生徒及び職員の生命の安全 

確保と学校施設の保全、防護に努める。 
 月別運営計画（主な内容の抜粋）  
      ４、５月  急時の対応の周知 学校防災計画周知 IDカード作成  

学校防火診断 避難訓練 
      ６、７月  急時一斉配信メールの配信テスト 不審者対応訓練実技研修会  

 期反省集約 不信者対応の指導 
        ８月 警報装置、消火施設等の点検 
     ９、１０月 避難訓練（総合訓練）及び 機管理マ ュアル（地震）の検証 
            急時一斉 信メールの登録状況の確認  急時引き渡し訓練 
    １１、１２月 学校防火診断 点検・整備  期反省集約 不審者対応の指導 
災害備蓄計画  

 ・非常食 飲み水（家庭から２食分を持参） 
 ・手洗いトイレ用の水  袋 タオルケット メディラップブランケット  

ブランケット  靴下 おむつ 肌着及び ャツ ラップフィルム 発電機 
〇 機管理マ ュアル（目次より抜粋：本校にないものを 載） 
 ・吾妻山火山噴火時の対応  
 ・急病や怪我の対応 熱中症集団発生時の対応  
 ・原子力災害発生時の対応 
〇 福島県高等学校長協会からのメッセージ 
「福島から能登 未来へ」プロジ クト 
 福島を生きる私たちから、それぞれの体験に基づいた想いやメッセージを能登の方々へ 

https://sites.google.com/fcs.ed.jp/fukushima-to-note/ 
〇第７次福島県総合教育計画 「福島ならではの教育」 
  https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/edu/7zikeikaku.html 
〇感想等 
 あらためて、地域によって災害のリスクが異なり、力点を置く学習内容も変わってくる
と感じました。また、保護者や地域と連携した実践がうまく教育課程に反映され、社会に
開かれた教育課程の実現に向けての実践がされていると感じました。参観時、校舎がとて
も明るくきれいで、子どもたちがのびのびと学習している様子も見ることができました。 
沿岸部の様子を見ると、復興はまだ半 であると く感じました。今回の経験を我がこ

ととして、香取特別支援学校や地域の防災力を高め、安全安心な学校づくりを推進してい
きたいと思います。  
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（３）震災遺構 浪江町立請戸小学校 視察報告 
 
以下の文は公式 HPより https://namie-ukedo.com/ 
2011年 3月 11日・東日本大震災 ー 
未だかつて経験したことのない大地震・大  とその の原発事故に見舞われ、甚大な

被害を受けた福島県沿岸部。 
福島県浪江町に位置する請戸小学校も大きな被害を受けましたが、全員が無事避難する

ことができた奇跡の学校としても知られています。 
倒壊を免れた校舎に刻まれた脅威と、全員避難することができた経験を伝えるため、

2021年より震災遺構として一般公開いたしました。 
訪れた人の、“自分事として震災をとらえ、 防災について考えるきっかけ”になれ 幸い

です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

撮影日：R6.12.19 撮影者：村山 
 
〇感想等  
   の脅威を改めて感じることができました。訪問した日もとても寒く、震災当時も大
変であったことを、身をもって感じることができました。 
「請戸小学校 語 大平山をこえて」を読んで、請戸小学校の全員が避難できたことが、

とても良かったと感じるとともに、避難場所を事 に決めておくことや、地域のことを良
く知っていることが、いざという時の大切な「判断」に生かされると思いました。機会が
あれ 、ぜひ訪問し、いろいろな思いを共有できると良いと思いました。 
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（３）震災遺構 浪江町立請戸小学校 視察報告 
 
以下の文は公式 HPより https://namie-ukedo.com/ 
2011年 3月 11日・東日本大震災 ー 
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   の脅威を改めて感じることができました。訪問した日もとても寒く、震災当時も大
変であったことを、身をもって感じることができました。 
「請戸小学校 語 大平山をこえて」を読んで、請戸小学校の全員が避難できたことが、

とても良かったと感じるとともに、避難場所を事 に決めておくことや、地域のことを良
く知っていることが、いざという時の大切な「判断」に生かされると思いました。機会が
あれ 、ぜひ訪問し、いろいろな思いを共有できると良いと思いました。 
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（４） 日立市立日立特別支援学校 視察報告 
 

視察日　令和6年12月20日（金）

PTA会長

（感想） 学校全体で子供たちを守る、という意気込みがとても感じられた。
PTA役員も積極的に参加して、防災に取り組まれている。

・防災用品について

支援学校の分として、日立市で設置されている防災倉庫が学校敷地内にある。
用意されている内容は、一般市民に配られる物と同じもの。

防災訓練を実施した時、雨が降っていて
通り道がぬかるんでいた為、倉庫から
防災グッズを運搬するのに台車が使用
できなかった。
至急、市に要望してアスファルトを設置
してもらった。

日立特別支援学校　視察　報告

防災の取組について　施設見学　および　ヒアリング

床マット

簡易パーテーション

アルファ米 水　投光器 組み立て式ダンボールベット
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・PTA独自の防災倉庫

PTA独自で用意している防災用品がある（市とは別の防災倉庫）。
子供たちが食べられそうな物や足りないものを、PTA会費で準備。

おかゆ
ドライカレー

ビスコ
クッキー

スープ類

カセットコンロ

・防災リュック

共通のバックではなく、各自で用意している。
必ず入っているもの
（水・５００ml　１本、マスク、下着、防寒着、お菓子など食べられるもの）
その他　各自の状況により必要な物

長期休みの時は、以前は家へ持って帰っていたが、現在は学校で保管している。
長期休み中も学校に保管することとした理由として、外出している際に災害が
発生し家が潰れたなどで入れなくなった場合、学校にあればとりあえずなんと
かなる、という理由から変更した。

ランタン

全身清拭ぬれタオル

水
野菜ジュース

衛生用品
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１３ 福祉避難所の利用意向等に関するアンケート 
  

本校において福祉避難所が開設された場合、想定される利用者である本校保護者に対し
て、令和６年６月に福祉避難所の利用意向や家庭での災害対策についてのアンケートを実
施しました。アンケートの概要と結果は以下の通りです。 
 
（１）アンケートの概要 
 

・実施時期    令和６年９月 
・配付数    ９５家庭（内訳 ９３家庭、A福祉施設 １家庭、B福祉施設 １家庭） 

A 福祉施設、B 福祉施設についてはそれぞれ１家庭とカウントし、回答者は福祉施設
に選定を依頼。 

・実施方法   Formsを利用したオンライン調査 
・有効回答数  ４２件（４２家 ） 
・回収率    ４４．７％ 
・回答者の属性 父親３名 母親３６名 祖父母２名 施設職員１名（計４２名） 
・調査内容 
  本校の福祉避難所の利用意向に関する質問３項目、家庭での災害対策に関する質問９

項目の合計１２項目。 
 

（２）アンケートの結果 
 

【質問１】 
（設問） 
大規模な災害が きて自宅から避難が
 要になった場合、避難先として考えて
いる場所を全て選んでください（複数回
答）。 

 
（結果） 

本校の福祉避難所の利用想定は、２８ 
家 でした。 
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【質問２】
（設問）

本校の福祉避難所を選んだ方に質問です。利用される人数は 名ですか？（本校に在
籍する児童生徒、家 の人数を含めてお答えください）

（結果）
本校に在籍する児童生徒を含んだ、本

校の福祉避難所の１家 ごとの利用想
定人数は、２人が２家 、３人が７家 、
４人が９家 、５人が５家 、６人が５
家 であり、合計利用想定人数は１１６
人でした。

【質問３】
（設問）

本校の福祉避難所を選 なかった方に質問です。
その理由をご 入ください（自由 述）。

（結果）
本校の福祉避難所を選 なかった理由については、１３件の回答がありました。理由

の内容から、自宅から学校までの距離の要因、災害時の移動に関する要因、複合的な要
因、その他の要因の４つの要因に分けたところ、自宅から学校までの距離の要因が１３
件の内、９件を占めていました。

距離が遠いから。
遠いから。
自宅から遠い為。
家から遠いため。
家から遠いため。
家から距離があるから。
遠い、 くの親戚宅や自治体避難所が良いから。
地域の自治体の方が いから。
家から遠く、安全に避難できるか不安だから。

学校に行くまでの道のりで災害が きそうな場所が多々ある為辿り着けるか不安があるから。

少し距離があるような気がするのと、犬がいるので難しいかと思っています。

自宅が成田市なので。本人も福祉としてのサポートは現状においては不要かと思うのでなるべく い所で対応したい。
医療的ケアが 要ないため。

（自宅から学校までの距離の要因）

（災害時の移動に関する要因）

（複合的な要因）

（その他の要因）
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【質問２】
（設問）

本校の福祉避難所を選んだ方に質問です。利用される人数は 名ですか？（本校に在
籍する児童生徒、家 の人数を含めてお答えください）

（結果）
本校に在籍する児童生徒を含んだ、本

校の福祉避難所の１家 ごとの利用想
定人数は、２人が２家 、３人が７家 、
４人が９家 、５人が５家 、６人が５
家 であり、合計利用想定人数は１１６
人でした。

【質問３】
（設問）

本校の福祉避難所を選 なかった方に質問です。
その理由をご 入ください（自由 述）。

（結果）
本校の福祉避難所を選 なかった理由については、１３件の回答がありました。理由

の内容から、自宅から学校までの距離の要因、災害時の移動に関する要因、複合的な要
因、その他の要因の４つの要因に分けたところ、自宅から学校までの距離の要因が１３
件の内、９件を占めていました。

距離が遠いから。
遠いから。
自宅から遠い為。
家から遠いため。
家から遠いため。
家から距離があるから。
遠い、 くの親戚宅や自治体避難所が良いから。
地域の自治体の方が いから。
家から遠く、安全に避難できるか不安だから。

学校に行くまでの道のりで災害が きそうな場所が多々ある為辿り着けるか不安があるから。

少し距離があるような気がするのと、犬がいるので難しいかと思っています。

自宅が成田市なので。本人も福祉としてのサポートは現状においては不要かと思うのでなるべく い所で対応したい。
医療的ケアが 要ないため。

（自宅から学校までの距離の要因）

（災害時の移動に関する要因）

（複合的な要因）

（その他の要因）
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【質問４】
（設問）

地震に対してお住いの住居の耐震性
や家具の固定等に不安はありますか？
（「はい」か「いいえ」でお答えください）

（結果）
地震に対する住居の耐震性や家具の
固定等への不安がある家 は、３０家 
でした。

【質問５】
（設問）

地震に対する住居の耐震性や家具の固定等の不安の理由をご 入ください（自由 述）。

（結果）
住居の耐震性への不安に関する回答が６件、家具の固定等の不安に関する回答が６件、
住居の耐震性と家具の固定等への不安に関する回答が１件でした。

【質問６】
（設問）

風水害についてお聞きします。お住ま
いの住居への浸水の不安はあります
か？（「はい」か「いいえ」でお答えくだ
さい）

（結果）
住居への浸水の不安がある家 は、

１７家 でした。
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【質問７】
（設問）

住居への浸水の不安の理由をご 入ください（自由 述）。

（結果）
住居への浸水の不安の理由として、住居の くの河川の存在をあ た回答が

最も多くありました。

【質問８】
（設問）

土砂災害についてお聞きします。お住
いの住居への土砂災害の不安はありま
すか？（「はい」か「いいえ」でお答えく
ださい）

（結果）
土砂災害への不安がある家 は、８家
 でした。

【質問９】
（設問）

土砂災害への不安の理由をご 入ください（自由 述）。

（結果）
土砂災害への不安が「ある」と回答した理由として、自宅周辺の山や高台の存在を

あ た回答が多くありました。
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【質問７】
（設問）

住居への浸水の不安の理由をご 入ください（自由 述）。

（結果）
住居への浸水の不安の理由として、住居の くの河川の存在をあ た回答が

最も多くありました。

【質問８】
（設問）

土砂災害についてお聞きします。お住
いの住居への土砂災害の不安はありま
すか？（「はい」か「いいえ」でお答えく
ださい）

（結果）
土砂災害への不安がある家 は、８家
 でした。

【質問９】
（設問）

土砂災害への不安の理由をご 入ください（自由 述）。

（結果）
土砂災害への不安が「ある」と回答した理由として、自宅周辺の山や高台の存在を

あ た回答が多くありました。
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【質問１０】
（設問）

車中避難について、災害時の避難とし
ては推奨されていませんが、車中避難を
考えたことがありますか？  
（「はい」か「いいえ」でお答えください）

（結果）
車中避難を考えたことがある家 は、

３４家 でした。

【質問１１】
（設問）

個別の避難計画の作成（災害時を想定
した自宅等から避難所までの避難方法を
定めたもの）を行いたいと思いますか？

（「はい」か「いいえ」でお答えください）

（結果）
個別の避難計画の作成を希望した家 

は、２４家 でした。

【質問１２】
（設問）

個別の避難訓練（災害時を想定した自
宅等から避難所までの避難訓練）を行い
たいと思いますか？（「はい」か「いいえ」
でお答えください）

（結果）
個別の避難訓練の実施を希望した家 

は、２１家 でした。




